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10月10日（土）の「投資戦略フェアEXPO2026大阪」に楽天証券さんの協賛で登壇します。
（石原順講演【参加特典】あり）

https://www.panrolling.com/seminar/osaka2026/

愛宕伸康さん（楽天証券経済研究所の所長兼チーフエコノミスト）とのブースでの対談もあります。
ぜひ、ご参加ください。

投資戦略フェアEXPO2026大阪
2026年10月10日

https://www.panrolling.com/seminar/osaka2026/
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日本は数十年にわたり人工的なゼロ政策を続けてきた。投資家は安い円を借り入れ、その資金を高利回り資産に投資した。
モルガン・スタンレーは円キャリートレードの規模を約5000億ドル（9月8日現在約77兆9749億円）と見積もっている。

日本は7月30日から8月26日までに、介入のために15兆4000億円、約970億ドルを費やした。この資金調達で日本は
従来の常識（日米安保下で米国債は売らせてもらえない・日本は米国市場の補完装置として使われている）では考えら
れない米国債を売却するという行動に出た。この売却は米国の長期金利を押し上げるので、あわててベッセントが日本に飛
んできた。

米日金利差は2年国債で2％台半ばに縮小した。2023-2024年のピーク時には5％近くあったので、キャリートレードの
魅力はかなり薄れている。

高市首相は利上げに反対してきたが、安い円による物価高騰で大衆の生活水準が落ちて利上げを容認せざるをえない状
況に追い込まれている。日本は先進国の中でも対GDP比で200パーセントをこえる借金を抱えており、利上げが利払いや
乗り換え等の債務返済のコストを上げる。

こうしたなか、日本はバラマキ（積極財政）と金融引き締めを同時にやるという狂った金融政策をやっている。

はたして、高市政権はバラマキをやめられるのか？

円相場は円安にも円高にも振れるボラティリティの高い展開に移行した。

世界最大の流動性の蛇口が徐々に閉まってきた。



米国10年国債金利（日足）

出所：トレーディングビュー・石原順インディケーター
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日本10年国債金利（日足）

出所：トレーディングビュー・石原順インディケーター
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ドル/円（日足）

後にも先にもこんなすさまじい相場を筆者は体験したことがない…
出所：石原順

1998年のロシア危機と
LTCMショックによる
円キャリーの巻き戻し
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豪ドル/円（日足）

株の暴落に注意！ 2008年の円キャリートレードの巻き戻しは壮絶だった…
出所：石原順

2008年の
リーマンショック
で大暴落！



7出所：Ｘ



ドル/円（5分足）

出所：トレーディングビュー・石原順インディケーター 8



ドル/円（2時間足）

出所：トレーディングビュー・石原順インディケーター 9



ドル/円（日足）

出所：トレーディングビュー・石原順インディケーター
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日経平均CFD（日足）

出所：トレーディングビュー・石原順インディケーター 11



NY原油CFD（日足）

出所：トレーディングビュー・石原順インディケーター 12



NYダウCFD（日足）

出所：トレーディングビュー・石原順インディケーター 13



S&P500CFD（日足）

出所：トレーディングビュー・石原順インディケーター 14



ナスダック100CFD（日足）

出所：トレーディングビュー・石原順インディケーター 15



16https://www.youtube.com/@ishihara-jun

出所：YouTube【石原順チャンネル】

9月15日（火曜日）愛宕さんがゲスト出演！
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